
　“つばさ”に節分の日がやってまいりました。皆
さんと一緒に「節分とは…」と色々話をしています
が、何やらイベントの雰囲気。そうです。毎年この
日は、職員が鬼に扮して皆さんを驚かせにかかるの
です。いつも以上に演技力が要求されるので、職員
も必死なのです。
　今年は誰が鬼をするのか。このことが意外に関心
度が高く、ご利用者様・職員全員そわそわ。いつ出
てくるのか。いつ豆をまけるのか。いつ豆を食べら
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れるのか。そして誰が鬼役なのか・・・。今か
今かと待ち受けながら、普段通りの活動を続け
ます。そうして皆さんが忘れかけてきたころ、
ライフつばさ（生活介護事業）は午前中のスト
レッチ体操の時に、ワークつばさ（就労継続支
援B型事業）は午後の仕事中に時がやってき
ました。職員もこの時ばかりは緊張の一瞬です。
ここぞとばかりに鬼として登場していきます！
　満を持して入っていくと、一瞬の静寂の後に、
「わー！」と逃げられる方、勇敢にも豆を投げ
られる方、呆然とされる方、笑われる方等々、
皆さん大興奮です！「鬼は外！」と豆を投げつ
けて鬼を退治することで一安心。「福は内！」
と福も呼び込みます。そのあとはみんなで掃除
をしました。掃除の後は豆も食べます。年の数
ほど豆を食べる方、気にせずもくもく食べる方、
皆さんの顔には笑顔がこぼれていました。
　皆さんのところではいかがでしたか？
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4日 ( 水 )　色ワーク

7日 ( 土 )　ダイアナＶｒ

6日 ( 金 )　オーラルケア・南小学校来園

8日 ( 日 )　グループ活動

10日 ( 火 )　茶道クラブ

11日 ( 水 )　歌体操

20日 ( 金 )　オーラルケア

13日 ( 金 )　オーラルケア

24日 ( 火 )　ヨーガ

12日 ( 木 )　ハッピーブレイン体操 30日 ( 月 )　避難訓練

20日 ( 金 )　オーラルケア

29日 ( 日 )　家族会

17日 ( 火 )　散髪

　社会福祉法人和光福祉会も創立 30周年を迎
え、おかげさまで職員数も増えました。ご利用
者様に少しでも満足していただくよう、これか
らも日々勉強をしてまいります。
　そこで、法人全職員対象に外部研修を行って
まいります。まずは平成 24年 10月から始ま
りました障がい者虐待防止法を交えながら虐待
防止研修を実施しました。「虐待防止研修～み
んなが充実した幸せな人生を過ごせるように
～」をテーマに、小西繁雄先生をお招きしてお
話を伺いました。
　内容もわかりやすく、各グループに分かれて
意見を出し合うグループワークを行い、職員そ
れぞれの意見交換を行いました。その後、各グ

ループの代表を決めて発表をするというもので
したが、この意見を踏まえて、どういった場面
で虐待に繋がっていくのか、見落としがちな点
や、虐待をするつもりはなくても、気づけばそ
こへ繋がってしまう事象などを、過去の例を元
に講義いただきました。大変貴重な時間を過ご
せました。
　小西先生もおっしゃっていた通り、目的とさ
れる法人の基本理念に向かってゆるぎなく、共
有していくことが大切だと思いました。
　ご利用者様が「利用してよかった」、全職員
が「ここで働けてよかった」と思える施設をめ
ざし、これからもこのような取り組みを行って
いこうと思います。　
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